
感染予防医学講座 
Clinical Infectious Diseases 

 

教 授 山本 善裕 Yoshihiro Yamamoto 

准教授 鳴河 宗聡 Munetoshi Narukawa 

診療助手 芦澤 信之 Nobuyuki Ashizawa 

診療助手 河合 暦美 Koyomi Kawago 

 

◆ 著 書 
1)  田代将人，山本善裕．レジデントのための呼吸器診療マニュアル 第 2 版．河野 茂，早田 宏編．東京：医学書院；

2014．抗酸菌が陽性ならば；p.59-70． 

 

◆ 原 著 
1)  Mihara T, Kakeya H, Izumikawa K, Obata Y, Nishino T, Takazono T, Kosai K, Morinaga Y, Kurihara S, Nakamura S, Imamura 

Y, Miyazaki T, Tsukamoto M, Yamamoto Y, Yanagihara K, Tashiro T, Kohno S. Efficacy of aerosolized liposomal amphotericin 
B against invasive pulmonary mucormycosis. J Infect Chemother. 2014 Feb; 20(2): 104-8. 

2)  Nagaoka K, Yanagihara K, Harada Y, Yamada K, Migiyama Y, Morinaga Y, Izumikawa K, Kakeya H, Yamamoto Y, Nishimura 
M, Kohno S. Predictors of the pathogenicity of methicillin-resistant Staphylococcus aureus nosocomial pneumonia. 
Respirology. 2014 May; 19(4): 556-62. 

3)  Kaku N, Yanagihara K, Morinaga Y, Yamada K, Harada Y, Migiyama Y, Nagaoka K, Matsuda J, Uno N, Hasegawa H, 
Miyazaki T, Izumikawa K, Kakeya H, Yamamoto Y, Kohno S. Influence of antimicrobial regimen on decreased in-hospital 
mortality of patients with MRSA bacteremia. J Infect Chemother. 2014 Jun; 20(6): 350-5. 

4)  Mukae H, Kawanami T, Yatera K, Yanagihara K, Yamamoto Y, Kakeya H, Tokimatsu I, Kadota J, Kohno S. Efficacy and safety 
of levofloxacin in patients with bacterial pneumonia evaluated according to the new "Clinical Evaluation Methods for New 
Antimicrobial Agents to Treat Respiratory Infections (Second Version)". J Infect Chemother. 2014 Jul; 20(7): 417-22. 

5)  Yamamoto Y, Ohmichi M, Watanabe A, Niki Y, Aoki N, Kawai S, Chida K, Mikasa K, Seki M, Ishida T, Kadota J, Matsuse H, 

Fujita J, Kohno S. A study on the management of acute respiratory tract infection in adult. Jpn. J. Antibiotics 2014 Aug; 
67(4): 223-32. 

6)  山本善裕，橋口浩二，澤井豊光，福田雄一，井上祐一，福島喜代康，栁原克紀，河野 茂．各種肺炎におけるプロ

カルシトニン測定の臨床的有用性の評価．日呼吸誌．2014 Jan；3(1)：50-5． 

 

◆ 総 説 
1)  山本善裕．MRSA 感染症～診療の考え方と治療上の留意点～．MEDICAMENT NEWS．2014 May；2160(5)：4-5． 
2)  鳴河宗聡，山本善裕．トブラマイシン（吸入薬）．分子呼吸器病．2014 Mar；18(1)：88-90． 
3)  鳴河宗聡，山本善裕．発熱性好中球減少．呼吸．2014 Dec；33(12)：1210-4． 

 

◆ 学会報告 
1)  坂部暦美，鳴河宗聡，芦澤信之，山本善裕．速やかに軽快した Viblio vulnificus による菌血症の一例．第 25 回日本

臨床微生物学会総会；2014 Feb 1-2；名古屋． 
2)  赤松紀彦，森永芳智，山野修平，賀来敬仁，原田陽介，細萱直希，長岡健太郎，右山洋平，山田康一，松田淳一，

山本善裕，田崎 修，河野 茂，柳原克紀．全自動核酸増幅システム(BDMAX)を用いた当院救命救急センターにお

ける MRSA アクティブ・サーベイランス．第 25 回日本臨床微生物学会総会；2014 Feb 1-2；名古屋． 
3)  森田未香，関口敬文，坂本純子，野手良剛，鳴河宗聡，山本善裕．当院における過去 10 年間の Peudomonas aeruginosa

の分離状況および薬剤感受性の推移．第 25 回日本臨床微生物学会総会；2014 Feb 1-2；名古屋． 
4)  芦澤信之，鳴河宗聡，岡澤成佑，林 龍二，土岐善紀，芳村直樹，山本善裕．開窓術が必要であった侵襲性アスペ

ルギルス症の一例．真菌症フォーラム 第 15 回学術集会；2014 Feb 8；東京． 
5)  鎌田智大，鳴河宗聡，芦澤信之，北川洋子，山本善裕．当院における過去 5 年間の針刺し受傷要因の解析．第 29 回

日本環境感染学会総会・学術集会；2014 Feb 14-15；東京． 

大
学
院
医
学
薬
学
研
究
部（
医
学
部
）

− 49 −



6)  兼田磨煕杜，鳴河宗聡，芦澤信之，野手良剛，山本善裕．当院における血液培養検査および患者背景の解析．第 29
回日本環境感染学会総会・学術集会；2014 Feb 14-15；東京． 

7)  高沢秀幸，鳴河宗聡，内山志織．富山県内における精神科病院間の感染対策ネットワーク構築の試み．第 29 回日本

環境感染学会総会・学術集会；2014 Feb 14-15；東京． 
8)  内山志織，鳴河宗聡，高沢秀幸．認知症病棟における発熱と栄養状態との関連性の解析．第 29 回日本環境感染学会

総会・学術集会；2014 Feb 14-15；東京． 
9)  中村真司，岡澤成佑，二日市有花，中川貴美子，徳井宏太郎，神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，山田 徹，三輪敏

郎，林 龍二，芦澤信之，山本善裕，土岐善紀，菓子井達彦，松井祥子，戸邉一之．外科的処置を要した急性肺ア

スペルギルス症の１例．第 54 回日本呼吸器学会学術講演会；2014 Apr 25-27；大阪． 
10)  松本かおる，芦澤信之，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕，峠 正義，千田一貫，土岐善紀，芳村直樹，早稲田優子，

笠原寿郎．右肺全摘術を施行した肺非結核性抗酸菌症(M. avium)の 1 例．第 72 回呼吸器合同北陸地方会；2014 May31 
–Jun 1；金沢． 

11)  中川貴美子，岡澤成佑，下川一生，徳井宏太郎，神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之，松井祥子，芦澤信之，山本善裕，梶浦新也．腹腔内感染症に投与したメロペネムによる無顆粒球症の 1
例．第 72 回呼吸器合同北陸地方会；2014 May31－Jun 1；金沢． 

12)  鳴河宗聡，河合暦美，芦澤信之，田代将人，山本善裕．薬物血中濃度モニタリングを用いたリネゾリドでの治療経

験．第 88 回日本感染症学会学術講演会 第 62 回日本化学療法学会総会 合同学会；Jun 18-20；福岡． 
13)  田中香お里，山岸由佳，澤村治樹，末松寛之，松川洋子，浅野裕子，松原茂規，山岡一清，山本善裕，岩崎博道，

三鴨廣繁．岐阜県下、愛知県北部における Acinetobacter の疫学解析-2013 年．第 88 回日本感染症学会学術講演会 第
62 回日本化学療法学会総会 合同学会；2014 Jun 18-20；福岡． 

14)  芦澤信之，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕．トシリズマブ治療中に発症した侵襲性肺炎球菌感染症の一例．第 88 回

日本感染症学会学術講演会 第 62 回日本化学療法学会総会 合同学会；2014 Jun 18-20；福岡． 
15)  堀井翔平，芦澤信之，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕．意識障害で発症した播種性ノカルジア症の 1 例．第 223 回

日本内科学会北陸地方会；2014 Jun 22；金沢． 
16)  芦澤信之，河合暦美，田代将人，鳴河宗聡，辻 泰弘，藤 秀人，山本善裕．薬物血中濃度モニタリングを用いた

リネゾリド(LZD)での治療経験．第 5 回 MRSA フォーラム；2014 Jul 12；東京． 
17)  河合暦美，芦澤信之，鳴河宗聡，山本善裕，辻泰弘，藤秀人，名倉里織，小尾勇人，深原一晃，芳村直樹．慢性腎

不全を有する MRSA 感染症に対してリネゾリドの TDM が有用であった 1 例．第 224 回日本内科学会北陸地方会；

2014 Sep 7；富山． 
18)  山本善裕．感染対策における地域連携のこれまでとこれから～臨床検査技師はアピールできたのか？～．第 53 回日

臨技中部圏支部 医学検査学会；2014 Sep 27-28；富山． 
19)  辻 泰弘，湯川栄二，平木洋一，太田幸雄，山本善裕，藤 秀人．腎機能障害（成人）におけるリネゾリドの母集

団薬物動態解析と臨床検証．第 24 回日本医療薬学会年会；2014 Sep 27-29；名古屋． 
20)  河合暦美，芦澤信之，鳴河宗聡，山本善裕．意識障害で発症した播種性ノカルジア症の 1 例．第 62 回日本化学療法

学会西日本支部総会 第 57 回日本感染症学会中日本地方会学術集会 第 84 回日本感染症学会西日本地方会学術集

会；2014 Oct 23-25；岡山． 
21)  宮崎泰可，高園貴弘，中村茂樹，泉川公一，掛屋 弘，山本善裕，栁原克紀，石田 直，進藤有一郎，長谷川好規，

渡辺 彰，二木芳人，朝野和典，舘田一博，西村正治，河野 茂．MRSA 肺炎診断・治療の実態調査．第 62 回日本

化学療法学会西日本支部総会 第 57 回日本感染症学会中日本地方会学術集会 第 84 回日本感染症学会西日本地方会

学術集会；2014 Oct 23-25；岡山． 
22)  芦澤信之，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕．Therapeutic drug monitoring を施行したダプトマイシンの治療経験．第

62 回日本化学療法学会西日本支部総会 第 57 回日本感染症学会中日本地方会学術集会 第 84 回日本感染症学会西日

本地方会学術集会；2014 Oct 23-25；岡山． 
23)  山本善裕．「抗菌薬適正使用」のために必要な事とは？ 感染制御の視点から．第 62 回日本化学療法学会西日本支部

総会 第 57 回日本感染症学会中日本地方会学術集会 第 84 回日本感染症学会西日本地方会学術集会 教育セミナー；

2014 Oct 23-25；岡山． 
24)  芦澤信之，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕，山本真守，道具伸浩，高嶋修太郎，田中耕太郎．急性散在性脳髄膜炎

(ADEM)様病変を併発したクリプトコックス脳髄膜炎の 1 例．第 58 回日本医真菌学会総会・学術集会；2014 Nov 1-2；
横浜． 

− 50 −



25)  下川一生，徳井宏太郎，岡澤成祐，神原健太，猪俣峰彦，林 龍二，戸邉一之，河合暦美，芦澤信之，山本善裕，

常山幸一，井村穣二．関節リウマチ患者に合併した器質化肺炎の治療中に肺クリプトコックス症を発症し EBUS-GS
を用いた生検で診断に至った１例．第 73 回呼吸器合同北陸地方会；2014 Nov 8-9；福井． 

26)  内山志織，鳴河宗聡，彼谷裕康，窪田佳代子，山本善裕．富山県内の HIV 患者における食生活・栄養管理の現状と

課題．第 28 回日本エイズ学会学術集会・総会；2014 Dec 3-5；大阪． 
27)  窪田佳代子，鳴河宗聡，成田綾香，彼谷裕康，山本善裕．HIV 患者に対する院外処方の問題点と取組み．第 28 回日

本エイズ学会学術集会・総会；2014 Dec 3-5；大阪． 
28)  彼谷裕康，丸山敬子，吉森文子，窪田佳代子，鳴河宗聡，山本善裕．富山県における HIV 診療の現状．第 28 回日

本エイズ学会学術集会・総会；2014 Dec 3-5；大阪． 

 

◆ その他 
1)  山本善裕．感染性胃腸炎 予防法と対策は．チューリップテレビ；2014 Feb 4． 
2)  山本善裕．インフルエンザ～最新の話題～．石川県小児科医会会報．2014 Jun：7-10． 
3)  山本善裕．ユーザー訪問記 富山大学附属病院 富山県の感染症診療の核として－感染症科設置と人材育成に挑む―

Hos Com．2014 Jul；11(2)：12-3． 
4)  山本善裕．シリーズ研究者紹介 TOM’S 30 号．2014 Oct 15：13． 
5)  山本善裕．最近話題の感染症～インフルエンザ，SFTS を含めて～ ．富山市医師会生涯教育研修会；2014 Jan 10；

富山． 
6)  山本善裕．インフルエンザの最新の話題．石川県小児科医会学術講演会；2014 Jan 16；金沢． 
7)  山本善裕．「抗菌薬の適正使用」のために必要なこと～感染症学と感染制御学～．第 8 回岐阜感染症･化療フォーラ

ム；2014 Jan 17；岐阜． 
8)  山本善裕．呼吸器感染症ガイドラインを紐解く～臨床の現場から～．第 12 回北陸感染症研究会；2014 Jan 18；金沢． 
9)  山本善裕．耐性グラム陰性菌感染症『呼吸器感染症』．第 4 回近畿感染制御ネットワーク研究会；2014 Jan 25；大阪． 
10)  山本善裕．感染制御の重要性～ひとりひとりができること～．やわたメディカルセンター感染対策研修会；2014 Feb 

5；石川． 
11)  山本善裕．抗菌薬適正使用に必要なことって？～感染制御学と感染症学～．第 29 回日本環境感染学会総会ランチョ

ンセミナー；2014 Feb 14；東京． 
12)  山本善裕．気道感染症診療の実際～ガイドラインと臨床～．沖縄マクロライド講演会；2014 Feb 20；那覇． 
13)  山本善裕．感染制御の重要性～結核対策を中心に～．第 16 回島根院内感染対策研究会；2014 Mar 8；松江． 
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講演会；2014 Jun 27；富山． 
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33)  山本善裕．MRSA 感染症診療の実際～ガイドラインと臨床～．第 13 回上越 IC フォーラム；2014 Nov 21；上越． 
34)  山本善裕．グラム陽性菌感染症診療の実際～診断から治療まで～．広島感染制御薬剤師セミナー基礎コース；2014 

Nov 22；広島． 
35)  山本善裕．感染対策の考え方～感染症学と感染制御学～．平成 26 年度第 4 回愛知県実践感染対策カンファランス；

2014 Nov 25；愛知． 
36)  山本善裕．感染制御の重要性～最近話題の感染症を含めて～．富山協立病院感染学習会；2014 Dec 1；富山． 
37)  山本善裕．インフルエンザを考える～鳥インフルエンザから新型まで～．インフルエンザフォーラム 2014 in 長岡；

2014 Dec 2；長岡． 
38)  山本善裕．呼吸器感染症診療の実際～経口抗菌薬を中心に～．第 2 回福井呼吸器カンファランス；2014 Dec 16；福

井． 
39)  鳴河宗聡. 富山県における感染症診療および感染対策ネットワークの現状．インフルエンザ研究；2014 Feb 7；富山． 
40)  鳴河宗聡．抗菌薬投与の選択・投与と薬剤師の役割．第 4 回 富山県病院薬剤師会 感染制御研修会；2014 Feb 22；

富山． 
41)  鳴河宗聡．院内感染と危機管理．富山県感染対策初級者研修会 特別講演；2014 Mar 1；富山． 
42)  鳴河宗聡、芦澤信之、山本善裕．HIV の治療経過中に悪性高血圧を合併した症例．北陸 HIV ケースカンファレンス；

2014 Mar 23；金沢． 
43)  鳴河宗聡．院内感染と危機管理．北陸中央病院院内感染対策講習会；2014 Jun 27；富山． 
44)  鳴河宗聡．みんなで行う感染対策．高岡市民病院院内感染対策講習会；2014 Jul 3；富山． 
45)  鳴河宗聡．感染症治療と感染対策ネットワーク．高岡市民病院医療連携懇話会；2014 Jul 7；富山． 
46)  鳴河宗聡．感染対策 up to date ．富山県感染対策担当者フォローアップ研修会；2014 Aug 3；富山． 
47)  鳴河宗聡．感染症から身を守る．富山県老人クラブ連合会研修会；2014 Oct 1；富山． 
48)  鳴河宗聡．感染対策のポイント．富山県感染対策担当者養成研修会；2014 Oct 4；富山． 
49)  鳴河宗聡．院内感染と危機管理～感染対策と地域連携～．済生会富山病院院内感染対策講習会；2014 Oct 8；富山． 
50)  鳴河宗聡．アウトブレイク対策のポイント．富山県感染対策担当者養成研修会；2014 Oct 25；富山． 
51)  鳴河宗聡．器材の取り扱いと職業感染対策．第六回北陸中材業務・感染対策研究会；2014 Nov 30；富山． 
52)  芦澤信之，小尾勇人，名倉里織，鳴河宗聡，辻 泰弘，藤 秀人，芳村直樹，山本善裕．腎不全患者に対してリネ

ゾリドの TDM が有用であった 1 例．富山難治性感染症研究会；2014 Mar 13；富山． 
53)  芦澤信之，河合暦美，山口智史，小尾麻衣子，朴木博幸，多喜博文，鳴河宗聡，山本善裕．トシリズマブ治療中に

発症した侵襲性肺炎球菌感染症の一例．富山肺炎予防講演会；2014 Apr 4；富山． 
54)  芦澤信之．抗菌薬の基礎知識と適正使用．富山県院内感染対策担当者（TICS）養成研修；2014 Nov 8；富山． 
55)  芦澤信之．HB ワクチン接種と針刺し事故について．西能病院院内感染研修会；2014 Nov 25-Dec 2；富山． 
56)  河合暦美．職業感染対策．富山県感染対策担当者養成研修会；2014 Oct 4；富山． 

 
 

− 52 −




